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緒言 
固体酸化物型燃料電池（SOFC）は電解質材料

の種類により分類される燃料電池の中で最も高

効率であり、特に近年、制御性向上、長寿命化の

為、600～800℃で作動する中温作動 SOFC
（IT-SOFC）に強く興味を持たれている。 
現在までに SOFC のカソード材料として Mn

や Co 酸化物 1)が研究されてきたが、その多くが

3D-perovskite 構造をとり、我々の知る限り

2D-layered Ca3Co4O9-δ(Ca349)の応用を試みた

例はない。しかしCa349 は電気伝導CoO2層と酸

素欠損生成Ca2CoO3-δ層 2)によってMixed ionic 
electronic conductor (MIEC)として機能する

可能性が構造的に内在している希有な材料と

見ることが出来る。本研究では Ca349 の

IT-SOFCカソード材料への応用可能性に注目し、

化学反応性、熱的、電気化学的特性、Cell のマイ

クロ構造の面から評価することを目的とした。 
 
実験方法 
固相反応法により作製された多結晶 Ca349 は

高温 XRD 測定が行われ、電解質との化学反応性

試験の実施後、Ce0.9Gd0.1O1.95（CGO）に対し試

験 Cell が作製された。Cell は SEM による断面、

表面観察が行われ、更に雰囲気温度、及び酸素分

圧を変化させた Impedance 測定が実施された。

更に Ca349 電極の熱膨張係数は測定された。上

記測定は 30wt%の CGO が添加された Ca349 電

極に対しても同様に実施された。 
 
結果と考察 
電解質との化学反応性試験は YSZ が高抵抗

CaZrO3相を生成するのに対し、CGO に対しては

反応物質のない良好な相性を示した。Ca
膨張係数は 9-10×10-6 K-1 と CGO 電

(11-12×10-6 K-1)に近い値を示し、結果

SEM により、良好な熱処理後のCell 表
が観察された。電気化学的特性は、700
圧において Ca349-Cell の ASR 値は～

30%CGO-Ca349-Cell においては～1 Ω
来のSOFC カソード材料の候補に匹敵、

それ以上の低分極抵抗が確認された。Im
解析によりカソード電極における反応

TPBにおける電荷供給とO2ガス拡散に

ニズムを示している事が判明した。 
 
結言 

IT-SOFCカソード材料への応用を目的

2D-Ca349 の熱的、電気化学的特性は評価

電解質 CGO に対する良好な化学的相性

膨張係数、低分極抵抗、Cell の機械的安

総合的に判断し、我々はCa349 が新規 I
のカソード材料の候補となりうることを
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